
別紙１

平成２７年　１月２０日

協議会名： 本別町地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

町国保病院～南地区～本別道
の駅～北地区～町国保病院

本別町
太陽の丘循環バス北大回
り

町国保病院～北地区～本別道
の駅～南地区～町国保病院

通院患者の足の確保を優先に
しつつ、買い物等の利便性を確
保し、南北間の交流を進めるた
め、街の中心に「ひと」を集める
運行ルートの改善および運行
ダイヤの見直しを行った。

A
計画どおり事業は適切に実
施された。

B

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通ネットワーク計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

本別町
太陽の丘循環バス直行便

本別町
太陽の丘循環バス近道便

町国保病院～本別道の駅～町
国保病院

○平成２６年度実績において前
年比９．９％の利用者数減と
なったが、H26.4の運行ダイヤ
見直し以降利用者は増加傾向
にあり、中心市街地へ「ひと」を
集める運行ルートが定着してき
ている。
（利用実績）
　・H26.10　1,416人
　・H26.11　1,291人
　・H26.12　1,471人

○午後の時間帯における中心
市街地から帰宅時の運行形態
の見直しを検討するとともに、
商工業者を含む地域内におけ
る多様な連携により、更なる定
着と利用者増に向けた取り組
みの検討をする。

町国保病院～活性化センター
～本別道の駅

本別町
太陽の丘循環バス北回り

町国保病院～本別道の駅～町
国保病院

本別町
太陽の丘循環バス南回り

町国保病院～本別道の駅～町
国保病院 ○町国保病院診療者数の

減少と町内（市街地地区）で
の内科医院開業の影響等
により、利用者数は年間目
標17,190人に対し、13,451
人であった。

○皆が利用できるバスへの
認知度については、潜在的
利用ニーズの把握とあわせ
H25.11にアンケートを実施、
78.5％が「知っている」との
回答であった。H22.11に実
施したアンケートでは、
「知っている」との回答が
62.7％であったのに対し、今
回は15.8ポイント上昇の結
果となった。

○運行にかかる費用につい
ては、大回り便の新設等に
よる走行キロ数の伸びによ
り、目標346円38銭/ｷﾛに対
し、269円08銭であった。

本別町
太陽の丘循環バス南大回
り


